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は じ め に

ブロンテには謎が多い。伝記的興味もあいまって、そうした謎解きに熱中する研究者は多く、
Tom Winnifrithはそのような傾向について次のように述べている。

There has always been a feeling that we only have a part of the Brontë story, and biographers

have rushed in to provide keys and clues to fill in the missing parts．．．．Sometimes the more

fanciful biographers have tried to fill in the gaps with mythical Irish Brontë ancestors, a real

life Heathcliff, Louis Parensell, a lesbian Emily and various authors for Wuthering Heights.１

謎解き熱が昂じた結果、伝記研究者がはまり込む研究テーマの一つとして「Wuthering Heights

（１８４７）の本当の作者は誰か」が挙げられている。最近ではWuthering HeightsをあえてEmily

Brontë（１８１８－１８４８）から引き離して考えようとする者は決して多くはない。しかし、現在でも
この問題が取り上げられる機会があり、研究者は伝記的事実との関連や作中で用いられている
方言の特徴などに注目し、それぞれの結論を導き出している。小論では、こうした作者特定の
手段としてコンピュータを利用し、Wuthering Heightsの作者問題に関して何らかの手がかりが
得られるかどうか、その可能性を探るものである。

作者問題の発端とその研究

ここではまず、Wuthering Heightsの作者問題がどのように生まれ、また研究されてきたかを、
特にBranwell Brontë（１８１７－１８４８）との関連で簡潔に跡づけてみたい。２ Wuthering Heightsの作
者がEmily Brontë以外に存在するという可能性を最初にほのめかしたのは、Branwellの友人た
ちであった。J. B. Leylandや、Francis Grundy, George Searle Phillips, William Dearden, Edward

Sloaneらは、それぞれBranwellから小説執筆について言及した手紙をもらったり、彼が作品を
朗読するのを聞いたりした経験から、新聞や自らの著書のなかで熱心に「Branwell作者説」を
唱えた。
彼らの主張を引き継いだ研究者のなかには、Alice Lawのように、生きる気力を失った兄に

希望を与え、彼を見捨てた姉Charlotteに知られることなく彼の小説（Wuthering Heights）を発表
することでEmilyが兄に尽くそうとしたと、Branwell作者説を強力に主張する者がいた。３しか
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しその一方で、Virginia MooreのようにBranwellの性格や当時の彼の衰弱状態などからそれを
強硬に否定する場合もあった。４ Branwell作者説を否定しながらも、Emilyと彼のとあいだには
強い共感の絆があり、彼が直接その執筆に関わらなかったにせよ、何らかの影響を作品創造に
与えているとし、Wuthering Heightsが創造される背景にはBranwellが欠くべからざる存在であ
ったと主張しているのは、Thomas James WiseとJohn Alexander Symington５、そしてMary Robinson６

や、最近ではEverard Flintoffなどがいる。Flintoffは論文のなかで直接Branwellが作者である可
能性をテーマとしているわけではないが、Wuthering Heightsで用いられている言語、特に作中
で頻繁に描かれる方言がどこから、また誰の影響によってもたらされたのかを問題としている。
彼の結論は、Brontëきょうだいが初期作品を共有していたことで、Emilyが兄の‘S’Death’とい
った、方言を話す狂信的なキャラクターの効果的な用い方に触れ、それを自分の作品のなかに
取り込んでいったのではないかというものである。BranwellがWuthering Heights誕生に大きく
関わっていることを指摘してはいるが、Flintoff自身もまた、彼がこの小説を書いたという説
ははっきりと否定している。

But it is sufficient to show that Branwell anticipated and probably invented many of the

situations in Wuthering Heights. This being so, it is tempting to push the issue further and to

ask if Branwell might have had a hand in the creation of any other characters in the novel.

The answer initially seems not. Certainly there is nothing equivalent to either Catherine or

to the finest female character of all, Nellie．７

このテーマについてもっとも新しい研究論文としては、中岡洋氏の「『嵐が丘』は誰が書いた
か」が挙げられる。中岡氏は、Branwellの友人たちの証言の一致が共謀とは思えないこと、テ
キスト中での古典語の使用、Lockwoodの経験がBranwellの個人的体験と重なること、Josephに
見られるカリカチャー、Emilyが作者である自分の身元を明かすのを極端に嫌がった事実や、
彼女と妹Anneの日誌など、実にさまざまな視点からWuthering Heightsの作者について探って
いる。特に、Charlotte Brontëが１８５０年にWuthering Heights第２版で発表した“A Biographical

Notice of Ellis and Acton Bell”がEmily（Ellis Bell）がこの小説の作者であることを自明のこと
として作者問題に一応の決着をつけたこと、この問題においてCharlotteの果した役割が大きか
ったことを指摘している部分は、他の研究論文にはないユニークな点である。８

現在ではWuthering Heightsの作者がEmily Brontëであることに異議を唱える者はほとんどい
ない。しかし、だからといってその作品の誕生に関して兄Branwellの影響をまったく否定する
わけではなく、研究者の興味は、彼の影響がどのようなもので、またどこに見ることができる
のかといった点に移りつつあるように思われる。Branwellの影響をいかに具体的に指摘しまた
それを証明するかは、今後の課題といえよう。

コンピュータ・ソフトによる検証

前述のように、批評家たちはWuthering HeightsがEmily BrontëではなくBranwellによって書
かれた可能性をさまざまに検討してきた。ここではこの問題に関して、もう一つの視点として、
コンピュータ・ソフトを利用する方法を考えてみたい。具体的には、Wuthering Heightsのテキ
ストを、Branwellが執筆したと特定されている他のテキストと比較し、その結果を検討する。

Branwellのテキストとしては、“and the weary are at rest”を利用する。９ これは未完の小説の
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断片で、１８４５年の晩夏に書き始められたものとされている。１０EmilyがWuthering Heightsを執筆
したのは１８４５年の秋から翌４６年の春にかけてであり、執筆時期が非常に近い、もしくは重なっ
ているものである。Branwellがこの時期に残しているのはほとんどが韻文（詩）作品であり、１８４０
年から４５年にかけて執筆した散文原稿で残っているのはこの“and the weary are at rest”が唯
一のものである。Wuthering Heightsのような長編小説と比較するには、詩作品ではあまりに分
量が少なくなってしまうことも、この断片を比較対照とする理由の一つである。ちなみに、
Branwellの作品集を編纂したVictor A. Neufeldtは、Branwellの友人たちがWuthering Heightsを
彼の作品だと思い込むきっかけとなった、Leyland宛の１８４５年９月１０日付の手紙にある“I have,

since I saw you at Halifax, devoted my hours of time ... to the composition of three volume

Novel－one volume of which is completed”の「小説（Novel）」を、間接的にではあるがこの断
片であると断定している。１１

ここでは、比較対照するテキストとして、他にCharlotte Brontë（１８１６－５５）のThe Professor

（１８５７）とJane Eyre（１８４７），そしてElizabeth Gaskell（１８１０－６５）のMary Barton（１８４８）とMoorland

Cottage（１８５０）を利用する。The Professorは作者の死後出版となった作品であるが、執筆され
たのはWuthering Heightsと同時期である。EmilyもBranwellも、ともにまとまった散文作品と
しては他に残っている作品がないため、同一作者によるテキストの比較材料として、同じく
Charlotteが執筆したJane Eyreを利用する。この小説は、The Professorが完成した直後、１８４６年
夏から書き始められ、翌４７年の８月２４日には出版社に原稿が発送されている。同一作者による
原稿であると同時に、非常に近い時期に執筆された作品でもある。またMary Bartonは、ほぼ
同時期に刊行されたイギリス文学作品として比較対象とした。同時期の作品ということは、そ
れだけ時代による言葉の用法に差異が生じにくいことを意味する。また、同一作者による作品
の比較例としてMoorland Cottageを挙げた。GaskellはCharlotteと親交のあった作家であるが、
二人が出会うのはすでにEmilyもBranwellも亡くなった１８５０年のことであり、それ以前に執筆
されたこの作品は、まったく異なった第三者のテキストとして有効な比較対象となるであろう。

�）“CopyCatch Gold”，Related Phrases

上記６つのテキストを用いて、作者特定を検証する方法として、CFL Software Development

社のDavid Woollsが開発した“CopyCatch Gold”というコンピュータ・ソフトを利用した。こ
れは、剽窃の疑いがある文章を取り上げ、その文章間で用いられている語彙がどの程度一致し
ているかを調べるソフトウェアである。互いに類似するフレーズを検索したり、単語をContent

words（内容語。事物の名称、性質、動作、状況などを表現する語。名詞、形容詞、動詞など）
とFunction words（機能語。言語の構造上必要となる語で、冠詞、前置詞、接続詞など、文法的
な機能を発揮することを主要な役割とする語）に分類してそれぞれの出現回数を表示すると同
時に、二つのテキストの間で共有されている語彙の占めるパーセンテージを表示する等の機能
がある。
しかし、このソフトは本来、剽窃の可能性を検討するためのもので、例えば同じテーマや質

問について書かれた二人の人物の文章が、実際に異なる人物によって別個に書かれているかど
うかを調べるためのものである。そのため本研究のような、登場人物も場面設定もまったく異
なる作品同士を比較するためにデザインされたものではない。そこで、開発者のDavid Woolls

の助言を元に、ここでは類似するフレーズと、テキスト間で共有される語彙に注目してデータ
を見てみたい。
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Files Similarity Words Phrase patterns

BB－WH ６２ １４０１６３ ２６

BB－MB ６６ １８２０７９ ３２

BB－P ５８ １１１８４８ １６

P－JE ８３ ２７６９０６ ２０９

MB－MC ７５ ２００８３６ １７６

P1－JE 1 ２７ ５１７９ ０

P1－P25 ３６ １１５５０ ０

BB－WH 1 ２２ ２４９１４ ０

BB－WH34 ３５ ２７３８６ ２

まず、類似するフレーズの検索については、“CopyCatch Gold”では合致する文字数を
「５，１０，１５」の３段階に分け、さらに正確に一致する場合とおおよその部分が一致する場合と
を選択することができる。ここでは精度を高めるため、合致する文字数を１５とし、正確に一致
する場合のみを選択した。こうして検索されたフレーズには類似性があると考えられ、それ以
外のものとの比率を類似率としている。結果として、類似率と、二つのファイルのなかで１５文
字以上合致するフレーズが、そのフレーズの含まれるファイル名とファイル内での行数ととも
に示される。
ここでは、類似率と、共通するフレーズのパターン数を示す。共通のフレーズは、それぞれ

のファイルのなかで２回以上用いられている場合も当然あるが、出現回数はテキストの長さも
関係してくるのでここでは併記しない。表のなかで、「Files」は比較した文章（作品）のファイ
ル名、「Similarity」は類似率、「Phrase patterns」は共通フレーズの種類の数、「Words」は比
較した両ファイル内の合計単語数を表わす。１２ なお、「BB」は“and the weary are at rest”，
「WH」はWuthering Heights，「MB」はMary Barton，「P」はThe Professor，「JE」はJane Eyre，
「MC」はMoorland Cottage，それぞれの作品名と併記されている数字はその作品の該当章を表
す。

表１：テキスト間の類似率と共有フレーズのパターン数

表１の類似率を見ると、同一作者の疑いがある“and the weary are at rest”とWuthering

Heightsの６２％以上に、まったく作者の異なる“and the weary are at rest”とMary Bartonの方
が６６％と高い数値が出ている。これは、Branwellと初期作品を一緒に執筆して文学修行をとも
にしてきたCharlotteのThe Professorとの類似率５８％よりも高い。これは、類似率が共有フレー
ズの数を元に表示されているためであるが、フレーズの数は当然のことながら対象となるテキ
ストの長さによって大きく影響を受ける。作者は自分のもつ語彙、すなわちある限られた語彙
数のなかで文章を組み立てる。文章は長くなればなるほど、必然的に同じ語が繰り返し用いら
れる可能性が高くなり、それと同時に繰り返される同様のフレーズの数も多くなるはずである。
そこで比較ファイルの総単語数を見てみると、やはり単語数の多いものほど、類似率がほぼ

比例して高くなっているのがわかる。もっとも単語数の多いThe ProfessorとJane Eyreの組み
合わせが、同時にもっとも高い類似率８３％を示している。これは、同じThe ProfessorとJane Eyre

であっても、それぞれの第一章のみを取り出して比較すると、語数が減少すると同時に類似率
も２７％と大幅に低下するところからも、このソフトが表示する類似率が、比較ファイルの語数
の影響を大きく受けることを明らかにしている。The Professorを用いた同一作品内の別の章（第
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１章と第２５章）でも、同様の結果が出ている。Wuthering Heightsは最初の数章をBranwellが執
筆したという説もあるが、“and the weary are at rest”とWuthering Heightsの第１章、最終章の
第３４章をそれぞれ比較した場合も、語数の違いのためか、第１章との類似率が２２％、第３４章と
の類似率が３５％と大きな差はない。だが、これはすでに述べたように“CopyCatch Gold”がこ
うしたファイル間の単純比較のためにデザインされたソフトではないために、当然起りうる結
果である。
しかし注目したいのは、共有するフレーズのパターン数が、同一作者による作品であるThe

ProfessorとJane Eyre, Mary BartonとMoorland Cottageにおいて、それぞれ傑出して多いこと
である。これら二つの比較では、確かに対象となる語数も多いが、それを考慮に入れても、他よ
り際立って多いのは明白である。語数の比較的近い“and the weary are at rest”とMary Barton

（１８２，０７９語）の場合と、Mary BartonとMoorland Cottage（２００，８３６語）の場合を比べてみても、
共通フレーズのパターンは３２と１７６で、大きく差がある。
すでに見たように、使用語彙の共有率だけでは、特に文章の量が多い場合、繰り返しが増え

ることによって共有する部分が増大するため、単純にパーセンテージを見て作者が同一である
か否かを判断する材料とすることはできない。しかし、ある程度の分量をもつ同一の作者の作
品間には、１５文字以上でまったく同一のフレーズを検索した場合、多くのフレーズを共有して
いる場合があることが表１から考えられる。そのように推測すると、同一作者の作品である
The ProfessorとJane Eyre，そしてMary BartonとMoorland Cottageの場合と比較して、“and the

weary are at rest”とWuthering Heightsが共有するフレーズのパターンは２６とかなり少ない。
このパターンの数を見る限り、両者が同じ作者によって書かれたものであるという可能性はか
なり低いといえるのではないであろうか。
ただし、今回は同一作者の作品の比較は２例を挙げているだけであるので、これだけでは無

論充分な論拠とはならない。論拠として有効であるか否かは、もっと多くの作品間での検証が
必要となるであろう。また、ここで挙げた例は、比較対象となるファイルの総単語数がどちら
も２０万語を超えていたが、この単語数が共通フレーズの数とどの程度関連しているのかについ
ては、現時点では明らかではない。実際、表１からも明らかなように、単語数が１万語程度の
場合は、同一作品内であっても章ごとに比較した際に共有フレーズが出現しない場合がある。
これは、小説の場合、ストーリーの展開によって登場人物や場面設定が変化し、それに伴って
用いる語彙も変化することが関係していると思われる。

�）“CopyCatch Gold”，Statistics

では続いて、“CopyCatch Gold”の“Statistics”のページに示される、各ファイル間のContent

words（内容語）やFunction words（機能語）等の一覧を見てみよう。表のなかで、「Files」は比較
した文章（作品）のテキストファイル名、「Shared％」は各ファイル内で共有されている語彙の
占めるパーセンテージ、「Content」はContent wordsに相当する語彙数（単語数ではない）、
「Function」はFunction wordsに相当する語彙数（単語数ではない）、「Total」はファイル内全体、
「Shared＞１」は使用語彙のうち２回以上繰り返されているものの割合、「Once only in both」
は比較されている二つのファイルに共通して一度だけ出現する語彙と、それらの語彙が各ファ
イルで占める割合、「Only in」はそれぞれのファイル内にのみ出現する語彙を表わす。
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Words Files Shared % Content Function

Total BB ９８３４ １２４６１

Total WH ４７３６７ ７１９６３

Shared＞１ BB ６８％ ６７１２ １２４３４

Shared＞１ WH ６０％ ２８２９８ ７１３９０

Once only in both ３９１ １

BB ４％

WH １％

Only in BB ２７３１ ２６

Only in WH １８６７８ ５７２

Words Files Shared % Content Function

Total BB ９８３４ １２４６１

Total MB ６５４２８ ９７４８４

Shared＞１ BB ６８％ ６７３０ １２４３４

Shared＞１ MB ６６％ ４３１１６ ９６９５０

Once only in both ３８０ ３

BB ４％

MB １％

Only in BB ２７２４ ２４

Only in MB ２１９３２ ５３１

Words Files Shared % Content Function

Total P ３７５３７ ５１７２０

Total JE ７５３５２ １１２９５０

Shared＞１ P ８４％ ３１４９４ ５１７００

Shared＞１ JE ８２％ ６１８９１ １１２９１１

Once only in both ８５３ ５

P ２％

JE １％

Only in P ５１９０ １５

Only in JE １２６０８ ３４

表２：“and the weary are at rest”とWuthering HeightsのStatistics

表３：“and the weary are at rest”とMary BartonのStatistics

表４：The ProfessorとJane EyreのStatistics
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Words Files Shared % Content Function

Total P 1 １２９８ １９４８

Total P25 ３５０７ ４７９４

Shared＞１ P 1 ４３％ ５５５ １９１９

Shared＞１ P25 ２７％ ９３８ ４５８８

Once only in both １２０ ５

P 1 ９％

P25 ３％

Only in P 1 ６２３ ２４

Only in P25 ２４４９ ２０１

表５：The Professor１とThe Professor２５のStatistics

これらの表からさまざまな情報を読み取ることが可能であろうが、ここでは特に、各ファイ
ルにのみ出現する機能語に注目したい。これは一つには、同一作者が書いたものであっても、内
容語は登場人物の名前や場面設定によって作品ごとにまったく異なった特徴を示す傾向がある
ためである。例えば、“and the weary at rest”，Wuthering Heights, The Professor, Mary Barton

のいずれにおいても、内容語で使用回数上位１０語のほとんどを占めたのはそれぞれの作品に登
場する人物や地名といった固有名詞であった。内容語の、少なくとも頻度の高い語によって作
者を特定するのは非常に難しいといえる。しかし機能語は文法構造上の関係を表わすために用
いる語であり、執筆する内容の違いによって影響を受けにくいと考えられ、本研究のような異
なる内容の文章を比較する際に有効であると思われる。作家に限らず、人はそれぞれ独自の語
彙の選択、文章構造をもっているので、機能語のような意味内容に関わりなく用いられる語彙
にはある一定の特徴があるはずである。比較したファイル間の機能語の項目で、それぞれのフ
ァイルにしか用いられていない機能語の数が少なければ、それはそのファイルの作者同士が機
能語に関して非常に似通った語彙をもっていることを表わしているであろう。そしてそれが同
一作者の場合、当然機能語の用い方はその作者特有の傾向を示し、それぞれ一方のファイルで
しか用いられていない機能語の数は少なくなると想像される。
そこで機能語に注目して表の２から５を見てみると、“and the weary are at rest”とWuthering

Heightsを比較した結果は、“and the weary are at rest”とMary Bartonを比較したものとほぼ類
似している。全語彙数に占める独自の機能語の割合は、BB : WH＝２６／１２４６１（０．２０％）：５７２／
７１９６３（０．７９％）、BB : MB＝２４／１２４６１（０．１９％）：５３１／７９４８４（０．６６％）（ただし小数点第５位以
下切捨て）となり、大きな差はない。しかし、同一作者によるThe ProfessorとJane Eyreを比較
した場合は、P : JE＝１５／５１７２０（０．０２％）：３４／１１２９５０（０．０３％）と、共有しない機能語の割合が
一桁少なくなる。
しかし、表は割愛したが同一作者によるMary BartonとMoorland Cottageを比較した場合に

は、MB : MC＝３４８／９７４８４（０．３５％）：８／２６２１９（０．０３％）となり、共有しない機能語の割合が
全機能語の語彙数の０．１％を切るか切らないかだけでは、作者特定の決め手とはならないこと
がわかった。また、表５にあるように同一作者による作品の一部、すなわちThe Professorの第
１章と第２５章間でも、P１：P２５＝２４／１９４８（１．２３％）：２０１／４７９４（４．１９％）という数字が出てお
り、単純に全機能語数に対する割合だけでは作者の別を特定できないことが明らかになってい
る。
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Words BB WH MB MC P JE

amid ６ ３ １ １ ２ ３

amidst ０ ０ ２ ０ ８ ２０

６ ３ ３ １ １０ ２３

among ２０ ４４ ５５ １９ ９ １６

amongst ０ ３ ４ １ １０ ３３

２０ ４７ ５９ ２０ １９ ４９

before ２３ １２３ １９１ ５１ ８８ ２１９

ere ２０ １６ １３ ３ ３９ ４８

４３ １３９ ２０４ ５４ １２７ ２６７

can’t ０ ４６ ６２ ２０ ５ １４

cannot １４ ７７ ７０ ２２ ３５ １２０

１４ １２３ １３２ ４２ ４０ １３４

on １２０ ７７６ ８８３ ２１０ ５６５ １０７２

upon ２６ １７ １０６ ３９ ４５ ４１

１４６ ７９３ ９８９ ２４９ ６１０ １１１３

till １４ １５０ １０３ ３３ ４６ １１２

until ０ １ ２８ ４ ２ ３

１４ １５１ １３１ ３７ ４８ １１５

though ２３ １１１ １４０ ２１ ７８ １１３

although １ ０ ４９ １２ ０ １

２４ １１１ １８９ ３３ ７８ １１４

toward １２ ０ ４ ０ ０ １

towards １ ４４ ５２ １７ ３０ ５２

１３ ４４ ５６ １７ ３０ ５３

while ３１ ９６ １６８ ２１ ６１ １４１

whilst ０ ０ ０ ０ ６ ２

３１ ９６ １６８ ２１ ６７ １４３

以上のような点から、“and the weary are at rest”とWuthering Heightsの作者特定に関して、
現段階では総機能語彙数に対する固有機能語彙の割合からは、有効な判定材料となる数値を得
ることができなかった。

�）特定の機能語の出現頻度
そこで次に、ある特定の機能語に絞って、その出現頻度を作品ごとに比較してみる。機能語

のなかには、例えば“amid”と“amidst”のように、意味も用法も同じという語がある。これ
らの語のいずれを用いるか、その傾向や特徴によって、作者を特定することはできないであろ
うか。そこでそうした語の組み合わせを作品ごとに検索し、その語数を比較してみたい。検索
にあたっては、著者が共同開発した単語検索プログラム“Searcher”を利用した。

表６：特定の機能語の出現頻度
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Words BB WH P JE MB MC

amid １．００ １．００ ０．２０ ０．１３ ０．３３ １．００

amidst ０．００ ０．００ ０．８０ ０．８７ ０．６７ ０．００

among １．００ ０．９４ ０．４７ ０．３３ ０．９３ ０．９５

amongst ０．００ ０．０６ ０．５３ ０．６７ ０．０７ ０．０５

before ０．５３ ０．８８ ０．６９ ０．８２ ０．９４ ０．９４

ere ０．４７ ０．１２ ０．３１ ０．１８ ０．０６ ０．０６

can’t ０．００ ０．３７ ０．１３ ０．１０ ０．４７ ０．４８

cannot １．００ ０．６３ ０．８８ ０．９０ ０．５３ ０．５２

toward ０．９２ ０．００ ０．００ ０．０２ ０．０７ ０．００

towards ０．０８ １．００ １．００ ０．９８ ０．９３ １．００

BB－WH ２ WH－JE ２

BB－MB １ P－JE ４

BB－MC ２ P－MB １

BB－P １ P－MC １

BB－JE ２ MB－MC ４

WH－MB ３ MB－JE ２

WH－MC ３ JE－MC １

WH－P ２

検索した語の組み合わせは全部で１９組である。１３そのうち、作中にまったく出現しないもの、
または出現しても回数が非常に少なく比較対照するのに適切でないと思われるものを除いた９
組の結果を次に示す。数字は全テキスト中にその語が出現した回数を表し、語頭が大文字のも
のも含まれる。
さらに、これらのうちほぼ全作品に共通していて違いを比較するのに意味がないものを除い

た５組の単語について、各組の出現回数の合計を１．００とし、それぞれの語の占める割合を示し
たのが次の表７、そしてこれを元に、作品間でおよそ傾向が一致した個数を表したのが表８で
ある。

表７：各組の語の占める割合

表８：およそ傾向が一致した個数

表８を見ると、The ProfessorとJane Eyre, Mary BartonとMooland Cottageのような同じ作者
による作品間では、５組の単語の使用傾向のうち４組について傾向が一致している。この表か
らは、作者が同じである場合、特定の機能語の用い方にある一定の共通傾向が見られることが
わかる。なかにはWuthering HeightsとMary Bartonのように、作者が異なるにもかかわらず３
という数字が示されている場合もあるが、これはいわゆるグレイ・ゾーンに当たり、どちらと
も判別しがたい領域といえよう。しかし本論がその目的としている“and the weary are at rest”
とWuthering Heightsに関しては、傾向が一致している数は２と低く、少なくともこの機能語の
使用傾向からは、両作品の作者が同一人物であるという可能性はかなり低いということができ
るであろう。
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おわりに

すでに見たように、Wuthering HeightsがEmily Brontëではなく兄Branwell Brontëによって書
かれたものであるという説には、さまざまな研究者が賛否両論を唱えてきた。これに対して、
今回“CopyCatch Gold”と単語検索プログラムを用いていくつか検証を行なってみた。しかし、
内容も分量もそれぞれに大きく異なる小説を比較対象としたため、類似を示す高い数値が示さ
れたとしても単純にそれを利用することはできず、有効と思われる数値を得ることの難しさを
実感した。データをどのように読み取るか、何を比較結果として有効とするか、またその基準
はどこに求めるべきかなど、さまざまな問題がある。Wuthering HeightsがBranwell Brontëの作
であるか否かについては、現段階ではその可能性が低いということがいえるが、これについて
は今後さらなる研究や検証が必要になるであろう。
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